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1 むし歯なんかないと患ったが 一三浦小学校にてー i

も
う
す
ぐ
学
校

からボタンのアナが足りなくな

ったことを教えてもうーべんや

り直させたり、もしいやがった

りしたときには、そのまま一時

間でも半日でも勝手に遊びに出

してやって、着替えるときに、

また注意しながらボタンをかげ

させるなど、急がず気ながに習

慣づけましよう。

新入学児童のいるご家庭では

何かと心づかいをされているこ

とでしょう。これまで、お母さ

んやおねえさんに手伝ってもら

っていた衣服類の着脱も、ひと

りでできるようにやらせてみま

しよう。上着のボタンをーケタ

間違えてはめたといって、すぐ

になおしてやらずに、間違えた
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22日2月

政見放送日程
NHK ;.:j / 'j ，:J'P 

02月 /~-I臼器時国F分から
02月/19日 7時18分から
NBC 
02月/7日
KTN 
02月116日

三 (NHK
:~ I 02月/17日
長lNEC 

" 02月/6日

17時00分から

12時30分から

6時10分から

ア

レ

ビ

す

ん

と

だ

か

孫

ね

た

ず

も

る

投
百一京

日

任
期
満
了
に
よ
る
長
崎
県
知
事
選
挙
が
二
月
二
十
二
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

知
事
選
挙
は
、
私
た
ち
百
六
十
万
県
民
に
代
っ
て
長
崎
県
の
行
政
に
た
ず
さ
わ
る
最

高
責
任
者
を
選
ぶ
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
選
挙
で
あ
り
ま
す
。

主
権
者
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
も
っ
て
自
分
の
信
ず
る
人
に
清
い
大
切
な
一
票
を

投
じ
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
築
き
上
げ
ま
し
ょ
う
。

21時00分から

j 

/ 

第十投票所

「こんな人は
不在者投票を一一

抵@在 にに 用②き従務①用投な行 lζ 次投
娠病中旅よ務や。事ま大し票いつよの票
、気の行りま む 中た村まの人てりよ白
半、 と中 大たを では市し制は投投うの
う三負き又村は得 あ業外よ度不票票な当
設傷。は市事な る務でうを在で所理日

滞外故い とに職。活者きに由

(古町公民舘)にて

人
ま
ね
す
る
な

自
分
の
意
志
で

ちキ

不
具
若
し
く
は
産
樗
に
あ
る
た
め

歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
き

(
た
だ
し
在
宅
投
票
は
で
き
ま
せ

ん
。
)

④
前
に
住
ん
で
い
た
県
議
会
議
員

の
選
挙
の
区
域
外
に
住
所
を
移
さ

れ
た
人

V
不
在
者
投
票
の
請
求
、
投
票
の

期
間
等

一
月
二
十
八
日
か
ら
二
月
二
十

一
日
ま
で

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で

¥¥¥  V
不
在
者
投
票
の
投
票
用
紙
等
の

請
求
及
び
投
票
場
所

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
(
市
役
所
内
)

V
不
在
者
投
票
の
請
求
を
す
る
場

合
は
投
票
の
公
正
を
期
す
る
た

め
に
一
定
様
式
の
証
明
書
の
提

出
な
ど
最
少
限
度
の
手
続
が
い

り
ま
す
。立

合
演
説
会

;
iリ

一
一
月
十
日
(
火
)
午
後
七

時
か
ら
大
村
市
民
会
館
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成

人
、

乙
と
し
、
大
村
市
で
成
人
し
た

人
は
一
、
二
二

O
名
で
し
た
。
市

で
は
乙
の
若
人
の
門
出
を
祝
福
す

る
た
め
、
成
人
式
を
一
月
十
五
日

午
前
十
時
か
ら
市
民
会
館
で
お
こ

な
い
ま
し
た
が
、
乙
の
日
希
望
に

胸
ふ
く
ら
ま
し
た
、
若
人
八
五

O

名
が
参
加
し
、
市
長
、
市
議
会
議

長
、
母
親
代
表
の
お
祝
い
や
励
ま

し
の
こ
と
ば
の
の
ち
、
新
成
人
を

ネ
ズ
ミ
は
約
幻

自
の
周
期
で
出
産

を
続
け
、
早
い
も

の
で
は
生
後
部
白

か
ら
約
二
年
間
に

わ
た
り
繁
殖
を
続

け
ま
す
。
ネ
ズ
ミ

算
で
計
算
し
ま
す

と
、
一
対
の
、
不
ズ

ミ
は
一
年
後
に
は

約
九
平
四
百
匹
に

も
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ネ
ズ

ミ
が
、
生
存
と
繁

!
|
|
殖
の
た
め
に
私
達

ワ
』
同
月
の
生
活
に
深
く
侵

'
入
し
、
精
神
的
、

おおむら

退治月間、、、

市政だより

ネズ

{3) 

式

二
二

O
名
が
門
出

代
表
し
た
、
中
島
悟
君
、
熊
野
晴

美
さ
ん
、
朝
長
博
行
君
、
山
口
ル

リ
子
さ
ん
、
川
内
和
幸
君
が
力
強

い
主
張
を
行
な
い
、
式
場
い
っ
ぱ

い
全
員
が
合
唱
し
楽
し
い
雰
囲
気

の
中
に
も
意
義
あ
る
式
を
お
わ
り

ま
し
た
。

そ
の
あ
と
新
成
人
座
談
会
を
市

長
を
交
え
て
、
若
さ
に
充
ち
た
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

衛
生
的
、
経
済
的
に
図
り
知
れ
な

い
損
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
ク
ネ

ズ
ミ
は
人
間
生
活
に
つ
き
も
の
、

。
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
、
と
あ
き

ら
め
て
し
ま
っ
て
は
、
や
が
て
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
真
剣
に
取
り
組
む
な

ら
ば
必
ら
ず
退
治
で
き
る
も
の
で

す。
鎌
倉
市
の
調
査
に
よ
り
ま
す

と、

。コ
ミ
入
容
器
を
密
閉
式
に
変

え
た
だ
け
で
、
全
戸
数
の
問
勿
が

ネ
ズ
ミ
が
減
っ
た
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

大
村
市
及
び
衛
生
組
職
連
合
会

で
は
、
ネ
ズ
ミ
の
害
を
減
ら
し
生

t¥ 

V 

A 

匂J

活
を
守
る
た
め
、
二
月
中
を
市
内

一
斉
ネ
ズ
ミ
退
治
月
聞
に
定
め
、

ネ
ズ
ミ
に
対
す
る
認
識
の
普
及
、

及
び
薬
剤
の
斡
旋
を
す
る
と
と
に

し
ま
し
た
。

ど
承
知
の
と
お
り
、
ネ
ズ
ミ
退

治
は
一
家
庭
だ
け
で
実
施
し
て
も

又
隣
り
の
ネ
ズ
ミ
が
侵
入
し
、
な

か
な
か
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
乙
の
機
会
に
、
隣
り

組
や
各
町
内
ご
と
に
話
合
い
ド
、
一

斉
に
退
治
す
る
よ
う
運
動
を
進
め

て
く
だ
さ
い
。

な
お
薬
剤
は

2
月
初
日
よ
り
月

末
ま
で
の
聞
に
仕
か
け
、
そ
の
結

果
を
後
日
町
務
連
絡
員
の
方
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

薬
剤
は
ク
マ
リ
ン
系
、
二

0
0

9
入
、
-
個
別
円
を
斡
旋
し
ま
す

の
で
回
覧
申
込
書
に
よ
り
、
各
町

務
連
絡
員
さ
ん
ま
で
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

< ': 

¥)!!: 

"l， 

市民会舘{ごおける座談会

花
園
グ
ル
ー
プ
矧

女
子
だ
け
で
組
職
さ
れ
て
い
る
場
の
接
待
に
奉
仕
し
ま
し
た
が
そ

青
年
団
で
、
年
間
を
通
じ
て
計
画
の
明
る
い
接
待
に
選
手
の
み
な
さ

的
に
学
習
の
機
会
を
つ
く
り
、
女
ん
か
ら
大
変
好
評
を
受
け
ま
し

性
と
し
て
の
知
識
、
教
養
の
向
上
た
。

に
励
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
、
国
会
員
は
、
勤
め
と
家
事
従
事
者

立
阿
蘇
青
年
の
家
へ
研
修
旅
行
を
に
別
け
ら
れ
、
土
、
日
曜
が
活
動

は
じ
め
、
手
芸
や
着
物
の
着
付
、
の
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

作
法
、
美
容
講
座
な
ど
を
開
き
、
度
は
、
活
発
な
活
動
が
認
め
ら
れ

ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
市
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
も
行

つ

会

員

八

O
名

て
い
ま
す
。
国
体
の
際
は
、
競
技
代
表
針
尾
一洋
子
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中
小
企
業

振
興
資
金
貸
付

付
受
付
締
切
二
月
二
十
五
日

向
融
資
金
額
最
高
七
十
万
円
ま

で

一

日
歩
二
鏡
、
別
に

信
用
保
証
料
と
し

て
三
厘
五
毛
J
四

厘

伺
貸
付
利
率

同
償
還
期
間運

転
資
金
一
年
以
内

設
備
資
金
二
年
以
内

同
申
込
先
商
工
会
議
所
及
び
市

内
各
金
融
機
関

な
お
詳
し
い
乙
と
は
、
商
工
会

議
所
又
は
、
市
商
工
観
光
課
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

芳
六
回
青
年
団
文
化
祭

な
る
べ
く
多
数
の
か
た
に
み
て

い
た
だ
こ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
趣
向

が
乙
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
場
無

料
で
す
の
で
、
ど
自
由
に
ど
覧
く

だ
さ
い
。

V
日
時
二
月
十
五
日
(
日
)

正
午
開
演

V
会
場
大
村
市
民
会
舘

V
プ
ロ
グ
ラ
ム

意
見
発
表
、
芸
能
大
会
(
舞

踊
、

演
劇
、
そ
の
他
)
、

紅

白
歌
合
戦

所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は

2
月
間
日
か
ら

3
月
間
日
ま
で

。
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

ω一
般
の
人
の
場
合

あ
な
た
の
昭
和
叫
年
中
の
所
得
が

次
の
控
除
額
の
合
計
額
よ
り
多
い

人基
礎
控
除
額

十
六
万
七
千
五

百
円

十
六
万
七
千
五

百
円

一
人
に
つ
き

九
万
五
干
円

(
た
だ
し
配
偶
者
が
な
い
人
の
第

一
人
目
の
親
族
に
つ
い
て
は
十
万

七
千
五
百
円
)

障
害
者
、
老
年
者
、
寡
婦
、
勤
労

学
生
控
除
額
、
そ
れ
ぞ
れ
八
万
七

千
五
百
円
(
た
だ
し
特
別
障
害
者

の
場
合
十
二
万
七
千
五
百
円
)

凶
給
与
所
得
が
あ
る
人
の
場
合

O
給
与
の
ほ
か
に
年
間
五
万
円
を

乙
え
る
所
得
の
あ
る
人

O
給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
人

O
昭
和
叫
年
中
の
給
科
が
五
百
万

配
偶
者
控
除
額

扶
養
控
除
額

円
を
乙
え
る
人

O
同
族
会
社
の
役
員
ゃ
、
そ
の
親

族
の
人
で
そ
の
法
人
か
ら
、
給

与
の
ほ
か
に
「
貸
付
金
の
利

子
、
活
舗
、
工
場
の
賃
貸
科
、

機
械
器
具
の
使
用
料
な
ど
」
の

支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

同
そ
の
他

資
産
所
得
合
算
の
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人

O
災
害
を
受
け
た
人
で
、
昭
和
弘

年
中
に
給
与
に
つ
い
て
の
源
泉

徴
収
税
額
の
徴
収
猶
了
や
還
付

を
受
け
て
い
た
人

O
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

し
た
方
は
、
事
業
税
や
住
民
税

の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

O
確
定
申
告
の
納
税
相
談
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す

三
月
三
日
よ
り
三
且
六
日
ま
で

市
役
所
大
会
議
室

詳
細
に
お
た
ず
ね
に
な
り
た
い

方
は
諌
早
税
務
署
(
電
話
②

l
一

三
七

O
)
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

第
六
回
大
村
市
特
産
物

共
進
会
開
催

一
、
場
所
大
村
市
民
会
舘

一
、
日
時
二
月
十
二
日
展
示

全

十

三

日

即

売

終
日

一
、
出
品
物

農
産
物

イ
チ
ゴ
、
野
菜

ノ

J 

水
産
物
の
り
、
わ
か
め
そ
れ
ぞ
れ
忌
明
に
生
前
の
報
思
の

畜
産
物
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
卵

，
意
味
で
社
会
福
祉
事
業
費
の
一
助

林
産
物
シ
イ
タ
ケ
、
苗
木
に
と
市
善
意
銀
行
に
寄
託
さ
れ
ま

出

品

点

数

二

五

O
点

し

た

。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

市
内
乾
馬
場
郷
三
九
一
の
一

光
山
万
蔵
さ
ん
は
、
市
立
中
央
保

育
所
に
舟
型
シ
ー
ソ
ー
二
台
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
市
内
池
田
第
二
市
営
住
宅
十
号

谷
口
勝
人
さ
ん

V
市
内
乾
馬
場
郷
五

一
五

」
山
口

庄

一

さ

ん

山

火

事

防

止

に

そ

れ

ぞ

れ

交

通

安

全

対

策

費

と

し

ご

協

力

く

だ

さ

い

て
金
一

封
を

市

に

寄

附

芯

れ

ま

し

乾

燥
期
に
入
り
各
地
で
、
大
火

た
。

一

が
、
発
生
し
て
居
り
ま
す
が
、
当

V
市
内
乾
馬
場
郷
竹
内
マ
サ
1

-
地
方
に
於
い
て
も
林
野
の
火
入
れ

さ
ん
は
亡
父
東
政
さ
ん
の
忌
明
に
や
、
山
仕
事
の
際
の
た
き
火
、
狩

あ
た
り
体
育
関
係
の
事
業
に
役
立

J
汁
1

i
l
l

て
て
く
だ
さ
い
と
金
一

封

を

寄

附

電

さ
れ
ま
し
た
o

v市
内
上
諏
訪
八
八

O

峯
治
さ

ん
は
亡
妻
峯
真
代
さ
ん
の

V
市
内
立
福
寺
郷
六
四

一

小

山

ハ
ル
エ
さ
ん
は
亡
夫
小
山
勇
作
さ

ん
の

V
市
内
竹
松
本
町
九
九
二
岩
本

勝
美
さ
ん
は
亡
母
岩
本
シ
ヲ
さ
ん

のV
市
内
須
田
の
木
七

O
五

田

中

一
郎
さ
ん
は
亡
母
国
中
き
く
さ
ん

の

春日一科
中村 医院 2733 

駅 通耳鼻咽喉 海江田医院 35 329 
乾馬場整形外科 牟田整形 4501 
並松町内 科 野口医院 2339 

本町眼 科 岩崎医院 13435
東本町内 科 藤井医院 3878 
乾 馬場内 科 田中医院 2724 
ーノ 郷 外 科 渡辺医院 8546 

西三城町内 科 南野医院 3735 
15 東本町 外 科 松尾外科医院 3331 
日 諏訪町 小児科 出口医院 2252 

原口郷 内 科 田中(権)医院 8260 

東本町 内 科 近藤医院 2527 
22 乾馬場 産婦人科 福田医院 6124 
日 諏訪町 内 科 上回医院 3505 

ーノ 郷 内 科 毛利医院 8517 
一

獣
医
さ
ん
の
日
曜
当
番

月日

所診療

|一六 七六

電豆詞当

医院名

2月の日曜当番医

間
口科地在所畑

一

1

日

く

猟
や
植
木
取
り
の
為
の
入
山
機
会

が
増
え
、
山
火
事
の
危
険
度
合
が

高
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
過
去

の
山
火
事
発
生
の
原
因
は
、
煙
草

の
火
の
不
始
末
や
、
林
野
の
火
入

れ
に
起
因
す
る
も
の
が
、
多
く
火

入
れ
に
つ
い
て
は
、
森
林
法
第
二

十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
市
長
の

許
可
が
必
要
と
な
っ
て
居
り
ま
す

が
、
一
部
に
は
無
許
可
で
、
火
入

れ
を
実
施
し
て
い
る
向
き
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
特
に
ご
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
一
月
中
の

実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

圃
二
日
か
ら
七
日
ま
で

-
九
日
か
ら
十
四
日
ま
て

-
十
六
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

-
二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

(' 
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